
「解説 水道事業ガイドライン（平成 17 年 10 月 11 日発行）」版の正誤表について

標記、「解説 水道事業ガイドライン」の記述の中で、一部誤植がございましたので、次のとおり訂正い

たします。

頁 行目 誤 正（赤字が訂正箇所）

表４の 2 の欄 
左枠の上から 2 行目 塩素の指標不適切である。 塩素の指標は不適切である。

10

表４の 2 の欄 
右枠の上から 2 行目 消毒副生成物などのついては、 消毒副生成物などについては、

21 上から 5 行目 構成要素か問題･･･ 構成要素が問題･･･

30 上から 16 行目 余裕があるか割合（％） 余裕があるかを割合（％）

4)上から 4 行目 この指標は、値は この指標の値は33
5)1 行目 繰入金比率（収益的収支分） 繰入金比率（収益的収入分）

38 上から 20 行目 運転管理針を委託･･･ 運転管理を委託･･･

40 下から 7 行目 45 000 62 000 
41 下から 9 行目 ･･･状況によってなるた ･･･状況によって異なるた

43 上から 6 行目 少雨傾向等の考える 少雨傾向等を考える

84 上から 2 行目 関すもの 関するもの

変数の定義（補足）

上から 5 行目 浄水所 浄水場

102

① 解説

上から 6 行目 財務省令 38 号を参考にして、 財務省令を参考にして、

103 下から 9 行目 耐用年数はを正しく･･･ 耐用年数を正しく･･･

137 下から 7 行目 ･･･給水所が含まれるのも問題であ

る。ここでは、･･･

･･･給水所は容易に燃料を搬入する

ことができるので、ここでは、･･･

144 ① 解説

上から 6 行目 制御板の倒壊･･･ 制御盤の倒壊･･･

155 ① 解説

上から 11 行目 経常の効率化を･･･ 経営の効率化を･･･

1 行目 繰入金比率（収益的収支分） 繰入金比率（収益的収入分）

5.1）業務指標の定義

上から 2 行目 繰入金比率（収益的収支分） 繰入金比率（収益的収入分）

① 解説

上から 2 行目 繰入金比率（収益的収支分） 繰入金比率（収益的収入分）

157

② 計算例

上から 5 行目 繰入金比率（収益的収支分） 繰入金比率（収益的収入分）

207 上から 8 行目 年間にここの職員が 年間に個々の職員が

変数の定義（補足）

上から 2 行目

総二酸化炭素（CO2）排出量（単位：

ｇ･CO2）

総二酸化炭素（CO2）排出量（単位：

ｔ･CO2）

② 計算例

上から 2 行目 2 199 426 378（ｇ･CO2） 2 199.426 378（ｔ･CO2）

② 計算例

上から 4 行目

総二酸化炭素（CO2）排出量

／年間配水量

総二酸化炭素（CO2）排出量

／年間配水量×106

251

② 計算例

上から 5 行目 2 199 426 378 / 18 238 700 
 
2 199.426 378 / 18 238 700×106



頁 行目 誤 正（赤字が訂正箇所）

292 変数の定義（補足）

上から 4 行目 空気弁、排水弁は含まない。 消火栓は含まない。

変数の定義（補足）

上から 2 行目 ― 人的技術等協力者数（単位：人） ― 年間人的交流件数（単位：件）

300

〃 3 行目 年間の、水道技術及び･･･派遣された

人数

年間に公的に情報交換、会議、会合、

研修などで海外に出かけた職員及び

来日した人の件数をいう。


